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2022
年 6 月 11 日、京都産

業会館ホールで NHK

ハートフォーラムが、SDG ｓ理念”

誰ひとり取り残さない”社会の実現

～困りをかかえる発達障害の人たち

から考える～をテーマにおこなわれ

ました。記念講演として講師にタレ

ントの小島慶子氏をむかえ「発達障

害の人って、どんな人？～診断名よ

りも大切なこと」の話がありまし

た。ご自身が ADHD であると 40 歳を

過ぎて診断されたことで、子供の時

から他の人とはなんとなく違うとい

う生きづらさや、母親との確執の原

因がこれだったのかという納得が出

来、ADHD の診断を受けてよかった

とおっしゃっていました。そして、

人それぞれの違いが認められる世の

中をつくり、みんなが安心して暮ら

せる社会づくりの重要性を語ってお

られました。その後、シンポジウム「”

誰ひとり取り残さない”社会を目指

して」が澤月子氏の司会のもと門眞

一郎氏、松上利男氏、冨家直樹氏の

シンポジストにより、行われました。

中でも門先生のコミュニケーション

には理解のためのものと表出のため

のコミュニケーションがあるが、特

に表出のコミュニケーション支援が

軽視されている現実があり、この能

力獲得を目的とする PECS を、学齢

期に教育現場が真剣に取り組むべき

ことが重要であると力説されていた

ことに感動しました。また、一部の

学校や施設の現場を除き、なかなか

教師や支援者が PECS を取り入れな

い状況があることや、広がらない原

因は何かを考えさせる、非常に重た

いシンポジウムの内容でした。自閉

症スペクトラムであり、かつ、重度

の知的障害のある人に、このコミュ

ニケーション支援を行わないで生活

させていることは、彼らへ虐待・拷

問をしているに等しいという内容の

門先生の言葉が、心に染み入りまし

た。    　　　　　　　　　（河村）

日
本自閉症協会は 2022 年 5 月

21 日 ( 土）18 時から、加盟

団体代表者による代表者サミット

を Zoom によるオンライン会議とし

て開催しました。話題は１）加盟団

体代表者として気になっていること

２）今後検討していくべきこと（年

間を通してじっくり検討していくべ

きこと）３) 協会としての、国（厚

労省、文科省）に対しての要望４）

その他についてでした。前もっての

各県の意見をまとめた資料が示され

ました。全国都道府県の方々の意見

は、わたしたち奈良県に共通する事

柄が多く含まれていますので以下に

掲載します。（河村）

１）加盟団体代表者として一番気に

なっている事

和歌山  ・コロナ禍におけるセミ

ナーや研修以外の行事の開催につい

て

北海道  ・会員数の減少

福島    ・会員数の減少

福井    ・ 福井のように 40 名程度

の小さい団体の運営について、相談

できる仕組みがあるとありがたい。

例えば、講座や、研修会などを企画

した時に、企画者が運営（申し込み

や、受付その他の事務作業など）で

大変すぎて、持続ができない。簡単

にできるノウハウや本部や他県の企

画に相乗りさせていただけるとあり

がたい。自分たちの代がどこまで頑

張れるかも心配。・ せめて、啓発デー

だけでも何かとは思うが、なかなか

計画にもしにくい。

富山   ・ 会員の確保

奈良   ・ 会員の減少と役員の高齢

化

栃木   ・ 会員数の激減。

       ・ 役員になる人がいない（役

員の高齢化）

徳島   ・ 若い親などの新規加入が

少なく、子供の入所で自身の人生が

メインとなった高齢の会員が次第に

退会していき、マンパワーの弱い中

で活動していくのは厳しく、事務な

日本自閉症協会加盟団体代表者会議行われる
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どの負担も偏りが出て深刻な状況。・ 

会長がほとんどを担っているため、

本来の役職業務が疎かになってしま

い、新しいことに取り組もうと考え

る余裕がない。

東京・ 今後の東京都自閉症協会と

しての在り方。

・ 若い世代の新規入会者は減ってお

り、東京都自閉症協会の会員の年齢

構成もかなり高くなっている。

・これに伴い会員数も減少傾向にあ

り、今後どのような方針で会を運営・

存続させていくかが課題。

・ 自閉スペクトラム症に関する情報

が多様化する中での、自閉症協会の

存在意義。

鳥取・ 後継者・・若手に引き継ぎ

たいが、適任者を見つけていない。

長崎・ 会員の高齢化及び新規会員

の減少に伴う会員数の減少。

石川・ 会員の高齢化に伴う次期役

員のなりてやこのまま会の存続がで

きるか・・・。

静岡・ 会員の減少。

  この問題にブレーキをかけなけれ

ば、10 年後の当協会の状態は厳し

いものとなる可能性が高い。保護者

の参加を増やす取り組みが必要と考

える。（会員向けのネットの活用を

含め）過去には、研修会などを行う

ことで、協会に入会することが子育

ての情報を得るためにも、重要との

思いがあったが、現在はネットの情

報、発達障害者支援センターが行う

研修会、当協会に属さない小さな親

の集まりがあり、さらに当協会の会

費が高く、共働きが当たり前になる

なかで役員になりたくない人が増え

ているという現実の問題がある。

青森  ・ 会員の減少

    　・ 役員の固定化

神奈川 ・ 県立入所施設から発して 

GH も含めた住まいをとりまく支援

の現状と今後について（加齢児、重

度、強度行動障がい、高齢者）・ 支

援者をどう育成していくのか（強度

行動障がい支援者養成研修、トレー

ニングセミナーをどう生かすか）

・ 自閉症に特化した支援を行ってい

る事業所の現状

神戸  ・ 会員の高齢化。それに伴う

活動の難しさ。会の将来。・ コロナ

禍での活動。

鹿児島 ・ 会員数の激減とその対応

策

滋賀 ・ コロナ禍に入り事業はオン

ラインを活用し行うが参加者は役員

が主なメンバーとなっていること・ 

また、以前は個別相談の実施後には

入会の流れとなり会員が増える機会

となったが非会員の個別相談を事業

として行っても入会とならず会員増

に向けての展開が進まない。・ 本年

が５０周年の節目となり、記念誌発

行の準備を進めているが有効活用に

ついても考えていきたい。

山梨・ 新規入会者（若年層）がな

く、このままだと会員の高齢化とと

もに協会自体の存続も怪しくなって

いる。自然消滅していくのではとい

う危機感

山口・ 感染症の影響で、活動がほ

とんどできない。

 ・ 役員さんのなり手がない。長年

同じ方がしてくださっている。

 ・ 会員が増えない。

埼玉・ 児童発達支援から就労支援、

そしてグループホームまで「異業種

参入」が増えてきた。そのため、特

性などを全く理解していない支援が

増えてきているということで二次障

害を抱えるケースや虐待事 案に繋

がるケースが増えていること。

佐賀  ・ 今後の自閉症協会の在り方

高知  ・ コロナ感染予防の為に十分

な活動ができていない。

 ・ IT に詳しい会員が少なく web 

会議等ができていない。

熊本  ・ 会員の減少

      ・ 当会主催の講演会、イベン

トに会員の参加者が少ない

宮城  ・ コロナで、まったく行事が

できない。

 ・ 会員のモチベーションをどう保

てばよいか。

 ・ 後継者をどう育てればよいか、

悩む

沖縄 ・ 会員の減少

  ・ 会員が会に期待していること

  ・ 運営資金をどのように集めるか

（会費以外）

岡山 ・ 役員の後任

横浜 ・ 担い手不足がひとつ。若い

会員がお手伝いをしてくれないのも

あるが、それと同時に、エクセル、

ワードが使えないとお手伝いになら

ないという時代にもなってきてい

る。

・ あとは、会員数の減少と獲得が難

しくなってきていること。

茨城  ・ 新型コロナの感染状況

愛媛  ・ 会員の減少

      ・ 役員の固定化

大阪  ・ 会員減少

兵庫  ・ 事務局、担当者が次々と変

わること。

岐阜  ・ 親子ともに華麗・高齢期（85 

歳、60 歳以上）を迎え、入所の利用、

GH 利用、在宅者の入院を受け入れ

先の確保と、親や支援員の入院介護

が必要となった（時）の対策がない

こと。

      ・ 介護支援員が有料であって

も利用できる法整備が必要。

２）今後検討していくべきこと

（年間を通じてじっくり検討してい

くべきこと）

和歌山  ・防災対策

北海道  ・地域にねざした会員さん

の困り感の把握について

福井県  ・１）と同様

富山    ・ 地域課題の整理（少なく
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ない声にならない声を拾う）

奈良  ・ 日本自閉症協会として自閉

症ガイドブックの改訂に取り組んで

ほしい。

     ・ 日本自閉症協会の歩みをま

とめ、わが国の福祉行政へ貢献した

内容を資料とともに残してほしい。

栃木  ・ 少人数で対面による研修

会等を開催し、後日、期間限定で 

YouTube を使っての動画配信。

     ・公式ラインを使用してより

身近な情報発信に繋げていく。・講

演会を年 2 回開催していたが、コ

ロナ禍になり開催できず開催方法の

検討。

徳島   ・ 全国的に、パソコンを使

用するイベントは定着してきたと感

うが、当会の会員は参加率が低いた

め、イベントを開いても会員に還元

している感覚が少ない。

       ・ 広範囲に周知する活動も

いいと思うが、会員だからこそとい

う優先的な活動をもっと増やしてい

きたい。そのために取り組むべきこ

とを考えていきたい。

東京   ・ 情報発信の多様化。これ

までの広報誌、ホームページによる

情報発信だけではなく、フェイス

ブックや Twitter などの SNS も活

用することで、タイムリーかつ幅広

い情報発信を行う。・ その情報発信

を行えるような体制の構築および強

化。

鳥取   ・ SNS を使った情報発信や、

会員同士のつながりを安全に作る方

法・ 会費の納入方法（現在のゆう

ちょ銀行の振込用紙による納入以外

によりよい方法は？）

静岡  ・ 福祉および教育関係の制度

について日本自閉症協会として常設

の意見交換の場を作り、各団体から

希望者が参加して、意見交換や政策

についての検討を行うことができる

ようにする。現在は、時々短時間で

意見を求め、十分な意見交換を行う

ことができないことが多い。県単位

でも行政とのやりとりを行っている

ところが多いと思うが、相互の情報

交換や連携ができるよう、日本自閉

症協会として取り組むことが必要と

考える。

神奈川   ・ 1 ) 3) の中で幾つかの

テーマを決めて検討する

神戸市   ・ 会員の高齢化問題

鹿児島   ・ 会員増強・ 協会の強み

の再確認とＰＲ・コロナ禍で中止と

なった行事の復活化

滋賀    ・ 事業参加者の固定化の問

題・また、会員増への手段の工夫は

年間を通して考えていくことではあ

るが本会でなければできないこと・

やらないといけないことの整理を踏

まえ役員の負担軽減・効率化を進め

ること。

・会員の年齢層が広く課題が絞れな

いことも問題であるので年間を通し

て考えていかないといけない現状で

ある。

山梨  ・ 障害分野でのサービスが充

実してきている中で協会に入会して

のメリットをアピールしていくこと

の重要性。

     ・ 当協会のような少人数で高

齢化の進んだ協会ができることは限

りがある。

山口  ・ ＷＥＢの情報発信だけでは

届かない方がいるので、紙媒体の情

報発信を今一度見直してみる。

埼玉  ・ ASD のある人たちの日常生

活用具への助成について

佐賀  ・ 会員ニーズの整理

高知  ・会議ができるようにしたい。

熊本  ・ 防災対応・会員のニーズの

把握

宮城    ・ 私たちの会は、行政に対

して要望書を出したことがないで

す。このところ、仙台市の障害者差

別解消条例の改定に向けてのヒヤリ

ングがあり、役員ひとりひとりの話

を聞き、改めて意見をまとめていく

必要性を感じました。

沖縄  ・ 会の活動で何を（本人活動・

講演会等・行政等への要望活動・人

権侵害等に対する監視活動）中心と

してアピールするか

岡山  ・ 活動の財源と活動規模・内

容

横浜  ・ 少ない担い手で、効率用、

そして魅力ある会運営を考えてい

く。

茨城  ・ 協会の防災対策

大阪  ・ HP の会員ページに参加で

きなかった勉強会など YouTube で

期限決めてすることを検討してい

る。

岐阜  ・ 50 年前の高齢期にある人

達への支援対策。居場所がない。精

神科病棟のあり方。・ ADHD の人た

ちの現在の大変な現実・特に 40 歳

以上の人たちへの支援と親支援が必

要。

３）協会として、国（厚労省、文科

省）に対して要望

①厚労省

北海道  ・ 人事異動のたびに、素人

に近い方がきます。各都道府県で研

修をお願いいたします。

福井県  ・ 知的障害を伴う自閉症の

方が活き活きと過ごされている、う

まくいっている事例を紹介してほし

い。そこにはどんな制度や地域の取

り組みがあったのか。どうするとそ

こにたどり着けるのか教えてほし

い。

富山  ・ 自治体が主体となる仕組み

作り

奈良  ・ 強度行動障害を示す ASD 

の人たちへの対応支援助成。ASD 支

援現場での専門性を持つ人材不足の

解消。ASD をよく理解した医師・歯

科医の養成。

東京  ・ 自閉症児・者の多様な住ま
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いの場の確保、福祉サービスに従事

する職員の確保および質の向上。・ 

雇用促進のための企業への働きか

け、経済的に余裕の無い在宅障害者

とその家族を支える制度の充実。

鳥取  ・ 福祉施設全般の課題だとは

思うが、福祉人材、特に当事者の直

接支援に携わる人材の確保につい

て、根本的に考える必要があり、と

りわけ「賃金」「職場環境」の改善

は急務の課題

石川  ・ 自閉症スペクトラムおよび

重度知的障害の特性のある人は 50 

歳を過ぎると足腰の衰えが顕著に表

れるから受け入れるグループホーム

（老人対応）では、日中活動支援や

当直をしてくださる指導員を重点的

に配置する必要がある。・ 入所施設

では指導員不足が深刻です。このま

までは施設の運営に支障をきたしま

す。職員確保の施策をお願いします。

静岡  ・ 税収が厳しい中で、いろい

ろな思惑で制度をいじっており、現

場は混乱している。・ 親が高齢化す

る中で、施設やグループホームにつ

いて現場の問題をしっかりと見つめ

て、将来に向けた検討がされていな

い。また、就労継続支援や生活介護

も含めた総合的な視点での検討が必

要だが、そのような視点がなく、現

実に合わない対応が検討されてい

る。・ 児童発達支援や放課後等デイ

サービスについては、従来と比べて

知的に高い利用者が増えており、特

に自閉スペクトラム症の特性を持つ

児童が増えている。このような状況

の中で、児童発達支援センターの役

割を重視することで支援の質を高め

ようというような考えが出される

が、児童発達支援センターの職員体

制、持っている専門性を考えると、

絵に描いた餅である。各事業所の質

を上げる取り組みについても、公的

な資格を持つ職員を増やすことで対

応しようとする姿勢が見えるが、現

在の公的資格では実践的な対応がで

きな い。現場を見た効果的な対策

が行われていない。・ 発達障害者支

援センターについても、見直しが必

要である。沢山でき、職員も増えて

いるように見えるが、専門性や具体

的な対応力について限界が見えてい

るところもある。強度行動障害や不

登校などの問題について、発達障害

者支援センターがどれだけ具体的に

改善の取り組みができているか。現

在の体制や枠組みに限界がでてきて

いる。間接支援を中心とした取り組

みでよいのか、支援センターが直接

取り組めないのであれば、誰が取り

組むのか。全体的な検討が 必要で

ある。

神奈川１．自閉スペクトラム症の診

断ができる医師を増員してくださ

い。（2021 年度） ２．入院・避難等

のやむを得ない理由で一時グループ

ホームの利用を停止している際も、

利用者が GH 家賃を支払い続けてい

る場合は特定障害者特別給付費（家

賃補助）を支給してください。（2021 

年度）３．ASD の人が取得する精神

障害者保健福祉手帳の更新を廃止し

てください。（2021 年度）４．神奈

川県が現在津久井やまゆり園で実施

しているような意思決定支援を、必

要な障がい者全員に行ってくださ

い。また、障がい者本人の意思決定

と障がい者の最大の利益追求のため

の代理決定を明確に区別し、障がい

者本人の意思決定を優先して下さ

い。さらに、障がい者の意思決定支

援は必要な福祉サービスとして、個

別給付の対象としてください。（2021 

年度・文章変更） ５．オンライン通

信や SNS 等情報収集に係る機器の

操作方法を障がいのある人に伝えた

り、機器のメンテナンス手続き（機

種変更・ 修理等）を代行する公的

支援を検討してください。新設され

たデジタル庁の目指すべきデジタル

社会のビジョン「誰一人取り残さな

い、人に優しいデジタル化」を具現

化してください。（2021 年度・文章

追加） ６．グループホームについて

の要望 ① 第三者評価では「支援の

質」についても評価するようにして

ください。② 知的障がいが重度・

行動障がいのある人が利用できるグ

ループホームを増設してください。

③ グループホームでの個別支援（通

院や公的手続き）に報酬単価 の設

定を行ってください。７．高機能自

閉スペクトラム症の人が安心して通

所できる福祉的就労支援事業の創設

をお願いします。８． 文部科学省

において、「障害者の生涯学習の推

進を担う人材育成の在り方検討会」

が設置され、障がい者の学習の機会

が広がる可能性が示されました。こ

うした生涯学習と同様に、１８才以

降の障がい者に必要な発達支援及び

余暇支援の機会を創設し、障がいの

ある人とない人が、同じ選択肢のあ

る環境づくりを行ってください。

神戸  ・ グループホーム設立にもっ

と支援をしてほしい（資金面・法令

など）

滋賀  ・ 住み慣れた街で暮らし続け

られるような暮らしを支える体制強

化となる相談支援事業の展開。

山梨  ・ 親亡き後でなく、親が元気

なうちに当事者が安心して暮らせる

場所をと思っているが実際に働く職

員の確保にはやはり手厚い報酬が不

可欠ではないかと感じています。・ 

報酬改定時においてグループホーム

支援における土日対応か三夜勤体制

加算等の検討をお願いしたい。

山口  ・ 医師との連携を図っている

けれども、主治医以外を受診したと

きやはり心もとない。

・ IQ を調べてもらうだけで、県外
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までいかなくてはならない。大人が

そうなのはまだ理解できたが、子ど

もの IQ も大変予約が取れないと聞

いて驚いた。

埼玉  ・ デパケン R 錠、テグレトー

ルなどの薬の安定供給のための策を

至急講じて欲しい・ 自立支援医療

（精神通院医療制度）について… 1 

か所の薬局しか利用できないが、薬

が無い中、特例で追加申請ができる

ようだが、現実には薬局を障害児を

抱える親が探し回り、役所に追加先

の手続きをとらねばならない。もう

少し融通が利くようにして欲しい。

併せて、情報を平等に拡散してほし

い。・ 強度行動障害支援者養成研修

参加での加算について、実際に取り

組んでいない施設に対しては加算さ

れた費用の返金を求めるシステムに

して欲しい

熊本  ・ 子供の将来の居場所整備

（GH 等）

宮城    【厚労省・文科省への要望】・ 

障害のある人でも一目で理解できる

ように、オリンピックで使用された

ピクトグラムのような、目で見てわ

かりやすい案内を街中に設置して欲

しい。ピクトグラムは子どもや外国

人にもわかりやすい。各地のトイレ

の案内表示など、場所によって表示

が違って、殿方と書いてあるものも

あれば、男の子、女の子の絵が描い

てあるなど、バラバラで統一されて

いない。行政で統一されたピクトグ

ラムを作ってくれれば、民間企業も

習うのではないか。・ 各省、連携し

て取り組んでほしい。当事者が理解

できるような形で表示を整えて、案

内することが合理的配慮につながる

と思う。

【厚労省への要望】

・ グループホームを作りたくても支

援員が集まらない。建物があっても

縮小するという話を聞く。現実問題

障害者が高齢になり、その方を支え

る親も高齢。人員、お金について考

えて欲しい。・ 新設グループホーム

への助成金アップや職員の雇用待遇

を優遇する対策がされるのがいいと

思う。

・ 福祉に従事する方の賃金アップ。・ 

障害者施設での当事者工賃の見直

し。（本当に低すぎる！）

沖縄  ・ グループホームでは敬遠さ

れがちな強度行動障害者が入れる施

設が少なく、入所希望しても空きが

なく、やむを得ず同居し、疲弊して

いる高齢の介護者（親）が多い。（希

望すれば入所できるよう重 度入所

施設を増やしてほしい。）

岡山  ・ 制度のはざまをなくすこと

横浜・ 自閉症児者の生活の実態調

査

    ・ 強度行動障害の人の住まいの

問題

     ・ 就労（障害者差別解消法）

茨城  ・ 療育手帳の法的な位置づけ

と、発行基準・運用等の統一。

岐阜  ・ 知的障害が発達障害に明記

（ICD Ⅱ）された以上、療育手帳を

再考すべき。日本国に住む障害者の

支援は各県により手帳交付基準が異

なり、支援がバラバラ。・ 程度区分

「6」段階の認定は身体機能に着目し

すぎている。発達障害、精神障害の

特性を反映すべきである。

②文科省

福井県  ・ 社会で過ごしにくさを

持っている方がいて、一律のやり方

ではうまくいかず、個別の配慮が必

要といわれている。それが特別扱い

ではないともいわれているが、先生

方にとっては染みついたみんな一緒

のやり方から考え方を変えていくこ

とが難しそうな印象も受ける。いろ

んな子どもさんが学びやすくなった

例や、社会に出るいろんな仕組みが

あることを親にもたくさん教えてほ

しい。

富山　 ・ 関係機関との連携の強化

（つながりやすく、切れない支援）

奈良  ・ 教員免許取得の条件に ASD 

理解の科目を必ず履修すること。フ

ルインクルーシブ教育の実現。

東京  ・ 特別支援学校における強度

行動障害への認識の向上と対応の強

化。

・不登校の背景に発達障害がある

ケースが長期の引きこもりに至らせ

ないための施策の充実。

鳥取 ・ 特別支援学校だけでなく、

小中学校、高等学校での自閉症・発

達障がいの人への理解が行き渡り、

支援が充実するように希望

静岡  ・ 自閉スペクトラムの特性が

あり知的障害がなかったり、軽度の

児童が増えている。特別支援学級や

特別支援学校がどんどん増えてお

り、さらにそのような対応をする中

でも、不登校の問題や、他の児童と

のトラブル、就労にどうつなげるか

などがきちんと考えられていない。・ 

中学までは義務教育だが、高等学校

以上は義務教育ではないというよう

な言葉が聞かれることがあるが、で

は、この子どもたちをどう社会につ

なげていくのか。やむなく通信制の

高校の選択やフリースクールの利用

が増えているが、その先をどうする

のか。現場では先送りの取り組みに

なっており、先送りをした後がしっ

かりしていない。このような子ども

たちの教育についてどうすべきか、

現在大きな問題がここにあるのに、

力を入れた取り組みが行われていな

い。（当協会も含め）

神奈川  １．ＧＩＧＡスクール構想

の１人 1 台端末を特別支援学校で

早急に整備し、ＩＣＴを活用した学

びを進めてください。端末の利活用

は、理解促進に留まらず、意思決定

支援にもつながります。また、公立
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小・中学校では配付済みですが、授

業の質に差が生じています。電子教

科書や学習アプリ等を活用した、有

益な実践の周知徹底を図ってくださ

い。

 ２．広域通信制高校のずさんな実

態を是正してください。Ｒ３年２月

２５日に出された「通信制高等学校

の質の確保・向上に 関する調査研

究協力者会議 （審議まとめ）」にあ

る不適切な運営事例が後を絶ちませ

ん。

滋賀  ・ 専門性を担保した個を大切

にする合理的配慮が整ったうえでの

インクルーシブ教育システムの構

築。

・ 福祉・教育・家庭が密となり、本

人を支える更なる体制強化。

山口   ・ 知的障害・身体障害・聴

覚障害・視覚障害・病弱の中に、早

く発達障害を入れてもらいたい。支

援学校の重複学級に入ることのでき

ない生徒がまだいると思います。

埼玉    ・ 教育・福祉・医療・心理

の分野の大学でのカリキュラムに発

達障害について学ぶ時間を増やして

欲しい。現場に出る前にていねいに

学んでいただきたい。特に教師を目

指す人たちには、多様性・合理的配

慮について学んで欲しい。

熊本  ・ 教師の専門性の向上

宮城  ・ 教員にもっと自閉症の事を

勉強してほしい。視覚支援を作れば

いいというものではない。・ 「個別

の支援計画」の専門職による助言ま

たは、チェック機能の導入。

・ 特別支援学校高等部卒業後、また

は特別支援学校中学部卒業後の「学

び／進学」の選択肢を増やして欲し

い。　　　　　　　　　　　　　　

　・ 自分の娘の高等部卒業時にも、

もっと職業訓練校や専門学校的な場 

所があったら良いと感じていた。・ 

支援学校教員の研修拡充。障害者施

設、高齢者施設、母子通園、病 院

などでの長期研修導入。スキルのみ

ならず、切り取られた学齢期以外の

障害者の人生、社会の中での障害者

を考える機会をつくって欲しい。

沖縄  ・ 判定が難しい発達障がい生

徒の不登校者が増加している。学校

では 支援学級等を増やし改善策を

講じているが現場の教員には、生徒

の怠けであるとの意見があり、まだ

まだ理解が乏しい。教員の意識改革

が必要である。・ 発達障がい児者の

義務教育後の進路の拡充と教員の進

路に関する知識向上。

岡山  ・ 教員の育成と教育制度の見

直し

横浜  ・ 特別支援教育が目指すとこ

ろへの強い指針。

岐阜 ・ 就労は大切なことであるが、

スキルのみに教育の目標を定めない

配慮を。親との研修も欲しい。教員

も福祉の教育を。

４）意見・その他

奈良  ・ コロナ終息後も Zoom 会議

や Youtube による講座配信などを

続けてほしい。

栃木  ・ 栃木県の行政関係の会議に

参加出来ていることは意見を伝える

大切な場になっている。継続して参

加するためにも会の活動を充実して

いかなければならない。

・ 参加会議： 栃木県障害者差別解

消推進委員会／栃木県障害者施策審

議会 ／ 栃木県地域福祉支援計画推

進委員会・ 栃木県自立支援協議会

障害者権利擁護・虐待防止部会／栃

木県発達障害者支援センター連絡協

議会／栃木県障害者スポーツ協会会

議など

徳島  ・ 同じくらいの規模の団体同

士で話し合えば、問題解決へ向けて

のアイデアが出るのではないかと思

います。そういった機会を作ってほ

しい。

石川  ・ 総会等の会合などをより魅

力のあるものにするため本部等の役

員の方が ZOOM で参加して自閉症や

中央の情報を講演してほしい。・ 資

金不足のため支部単独で講演会の開

催が難しい。

神奈川 ・ 意見交換会も多数参加

( 各都道府県代表者 ) で情報提供の

みに終わるので、テーマ別や地区別

でじっくり検討する機会も欲しい・ 

全国大会も地区事情に差があるので

本部主導で地区にあまり負担がかか

らないように

・「自閉症の手引き」は啓発デー等

に使えるのでデータでほしい

滋賀   ・ ＳＤＧ s 理念であったり

共生社会・多様性等が声高に叫ばれ

自閉症理解の難しさが伝わりにくく

なってきていると感じています。 

地域社会へ我が子の特性理解を進め

ながら安心して暮らしていける見通

しが立ちません。何を目指して活動

を展開していけばいいのでしょう

か。

・ 現場での日々の実践の苦労等の実

態が行政側に届いていないように 

感じています。法整備は進んできま

したが人材育成や人材確保の難しさ

の解消が進まなければ現場で格差が

広がる危機感があります。

高知  ・ ブロック会議は無くなった

でしょうか？

宮城  ・ 今回は要望という形でまと

めたのではなく、役員全員にそれぞ

れ意見を聞いてみたという形です。

書式など、全くわかりません。次回

また機会はあると思うので、検討し

て要望書を考えてみたいと思いま

す。

横浜  ・ 国の政策の勉強会を開催し

て欲しい。・ また、加盟団体が、要

望書を取りまとめるにあたり、各ブ

ロック、もしくは、東・中・西日本

などに分けて、一旦まとめてみては
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どうかと思う。・ もし、それがうま

くいかないとすれば、zoom を使っ

て、各ブロックで講師を招いての勉

強会をやってはどうか。

茨城   ・ 国土交通省への要望   障

がい児者の通学・通勤等で、割引の

ために使用する療育手帳の提示につ

いての、個人情報の扱いに対する懸

念。特にバスでの提示は、人の見て

いるところで提示しなくてはならな

いため。一部秋から改善されるよう

ですが、全国どこでも改善されるよ

うにお願いしたい。

岐阜   ・ GH の生活は運営する事業

者が主体でそれぞれの特性は大切に

したいが、特定区分が異なるものの、

同じ支援を受けて生活している。支

援員の大変さは彼らの生活保障に反

映させたいもの。・ ＧＨ利用者は同

じサービスを受けているのに、年金

がことなり、2 級受給者は年金だけ

で死活に負担（親）が大きい。・ 発

達障害者支援センターは何をしてい

るのか、役に立っているのか。

日本自閉症協会あり方検討委

員会による「理念」（案）

まとめ

 ※ 2022 年５月 21 日（日）

日本自閉症協会代表者サミット

内容

１．ミッション（案）２．ビジョン（案）

３．バリュー（案）4．スピリット（案）

5．スローガン（案）

１．ミッション（案）…私たち日本

自閉症協会は、自閉症スペクトラム

のある本人とその親のニーズを集約

し、共に幸せに生きられる社会を実

現するために、社会に向けての理解

啓発制度の実現・サービスの充実支

援する人の育成を日々果たすべき使

命としています。

２．ビジョン（案）…私たち日本

自閉症協会が実現したい未来とは、

「自閉症スペクトラムのある人が自

分らしく生き生きとできる社会」

です。それはすなわち、本人の状

態としては…

・自閉症スペクトラムがあるまま

でも幸せ（自閉症スペクトラムで

あることが心地よさを妨げない）

・自閉症スペクトラムのある本人

が何ら不都合を感じない

・自閉症スペクトラムのある人が

当たり前に受け入れられる

・自閉症スペクトラムのある人が

不利益を被らない

・自閉症スペクトラムのある人が

必要な配慮を受けられる

社会の状態としては…

・自閉症スペクトラムの説明が要

らない

・自閉症スペクトラムが多様性の中

で理解の進んでいる世界を実現する

ということです。

３．バリュー（案）

私たち日本自閉症協会の持つ価値、

強みは…

「当事者性」；自閉症スペクトラムの

ある本人とその親を中心としている

こと

「先進性」；当事者として求めた支援

や制度等を実現してきた歴史から、

「行動力」「発信力」「実現力」を持っ

て時代に先んじているということ

「包括性」；本人についての、知的障

害の有無（スペクトラム）、年齢（児

童から高齢まで）、地域性（日本全

国）、を問わないということ

「協働性」；親の経験と専門家の知見

を併せ、両者が共に学びあうという

こと

「相互性」；親同士が交流し助け合う

こと

４．スピリット（案）

・本人の意思（趣味、嗜好を含めて）・

主体性を尊重する

・本人・親の経験に敬意を払う

・型にはめない、とらわれない（世

間の常識を持ち込まない）

・本人も親も支援者も幸せに（周囲

の犠牲や苦労がなく、皆がハッピー）

・本人がやる気になること

・本人・親と支援者が共に生きる人

としての対等な人間関係を作る

・支援者の心の安定性を大事にする

５．スローガン（案）

内部に向けては…

★「ＦＡＣＴＳ」；正しいことを行い、

広める（＝支援者のあるべき姿）

・F:Friendly 自閉症フレンドリー

な環境を目指す

・A:Acceptance 自閉症であること、

違いを受容する世界を目指す

・C:Characteristics 自閉症ひとり

ひとりの特性を理解し尊重する

・T:Truth 科学的姿勢（客観性）で

真実を追求する

・S:Support 自閉症を支援する

外部に向けては… ※以下の内容で

プロに依頼

★理解を深め、（自閉症の人が）幸

せに生きられる社会を！

★自閉症の人を嫌わないで！

★いろいろなひとがいて当り前 互

いの違いを認め尊重 親が専門家

と協働（京都自閉症協会）

★自閉症の人がいることが当たり

前、違いを受容する社会

★違いを理解してともに生きられる

社会を！

★自閉症の人が生きやすい社会がみ

んなにとっても生きやすい

★「正しく理解して！」
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NPO 法人
山口県自閉

症協会の椎

木さんから頂いた情報で事例集が

出来上がったとのことです。PDF で

100 ページの超大作です。山口県自

閉症協会のホームページの「お知

らせ」からリンクしています。　

　https://www.autymg.xyz/　　

また山口県特別支援教育推進室　

　https://www.pref.yamaguchi.

lg.jp/soshiki/181/

の「新着情報」からも行くことでき

ます。　　　　　　　　　（河村）

 

子どもの心に目を向ける 

ポジティブ行動支援 

―ＡＳＤ指導事例集― 

　　　令和４年３月 

　　　山口県教育委員会

はじめに 

 障害のあるすべての子どもの能力

や可能性を最大限に伸長する特別支

援教育への期待が大きく高まってい

ます。中でも、特別支援学校には、

自閉症を有する子どもが一定程度の

割合で在籍していることや、小・中

学校の自閉症・情緒障害特別支援学

級数の増加が顕著となっていること

などから、コミュニケーションや行

動面で著しい困難を示す子どもへの

適切な指導や支援の実践が喫緊の課

題となってきています。 

また、令和３年 1 月に中央教育審

議会から示された「新しい時代の特

別支援教育の在り方に関する有識者

会議報告」においても、「強度行動

障害のある子どもに対する障害の状

態等を踏まえた指導体制の在り方に

ついて検討を進めるとともに、教職

員が必要な指導を行えるよう、研修

の機会の充実などに努めることが重

要である」との旨が述べられていま

す。 

こうした中、県教委では「山口県特

別支援教育推進計画」において、「障

害の重度化・重複化、多様化に対応

できる教育の充実」を取組の一つに

位置付け、自閉症のある子どもの教

育や自立活動の指導の充実を 図っ

ているところであり、この度、ＡＳ

Ｄ（※）事例集を発行することとし

ました。 

この事例集は、自閉症の特性や基本

的な対応について理解を深めたり、

担当する子どもへの指導方針の検討

のヒントにしたり、事例検討におけ

る指導の評価・改善の参考にしたり

することを目的に編集しています。 

特別支援学校だけでなく、小・中学

校や高等学校等においても本事例集

を活用していただき、すべての子ど

もの自立と社会参加を促進する特別

支援教育が着実に進むことを期待し

ています。 　山口県教育庁特別支

援教育推進室 

※ Ａ Ｓ Ｄ（Autism Spectrum 

Disorder）：自閉症スペクトラム、

自閉スペクトラム症

もくじ 

No 事例 特性・指導法等 頁

はじめに 

発行にあたって １ 

１ 本当に嘘をついているのだろう

か 字義通りに受け取る ３ 

２ 苦手なことがあると 教室に入れ

ない フラッシュバック 11 

３ 机に頭をぶつける 心の理論 18 

４ 何度も同じことを言い続ける 視

覚優位 30 

５ 体育館に入れない 聴覚過敏 37 

６ パニックがある パニックへの対

処法 42 

７ 休憩時間が終わっても 教室に

戻ってこない 抽象的理解の困難 53 

８ スケジュールがうまく機能しな

い トランジッション 57 

９ 水遊びが止められない 時間の組

織化の困難 65 

10 課題ができない シングルフォー

カス 69 

11 朝の片付けができない 新奇不

安、課題分析 76 

12 高い所に登る 聴覚過敏、 フラッ

シュバック 81 

発行にあたって 

山口大学教職大学院 宮木 秀雄

子どもの心に目を向ける

パニック、こだわり、自傷行為、授

業からの逸脱・・・。こうしたいわ

ゆる行動問題に直面した経験のある

先生は多いと思います。当たり前で

すが、何の理由もなく子どもが行動

問題を起こすことはありません。そ

こには必ず子どもの「心のメッセー

ジ」が隠されています。 

例えば、パニックには「音がうるさ

くて集中できないよ」というメッ

セージが隠されているのかもしれま

せん。教室を飛び出す行動には「授

業の内容が分からないよ」という

メッセージが隠されているのかもし

れません。こうしたメッセージは、

行動だけに注目しても決して見えて

きません。その行動はどのような場

面で起こるのか、その行動に周囲は

どのように反応しているのかといっ

た行動を取り巻く状況を見ることが

必要です。 

教師の仕事は、こうした行動を取り

巻く状況から子どもの「心のメッ

セージ」を受け取り、そのメッセー

ジに合わせた環境を作ったり、正し

いメッセージの伝え方を教えたりす

ることであると思います。行動問題

に直面した時、まず大切なことは「子

どもの心に目を向ける」ことなので

す。

ポジティブ行動支援

ポジティブ行動支援（Positive 

Behavior Support：PBS）とは「ポ

ジティブな行動（子どもの望ましい

行動）をポジティブな方法（教え
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る・促す・価値づける）で増やそ

う」という支援の考え方であり、応

用行動分析学（Applied Behavior 

Analysis：ABA）の理論や技法がベー

スとなっています。 

「行動問題を減らす」から「望まし

い行動を増やす」へ 子どもの行動

問題に直面した時、多くの先生は「行

動問題を減らそう」と考えるでしょ

う。それはとても自然なことですが、

こうした考えで対応すると、どうし

ても行動問題にばかり目が行ってし

まい、注意・叱責や説教、ペナルティ

などのネガティブな対応に傾いてし

まいます。ネガティブな対応では決

して問題は解決しませんし、子ども

も、先生も疲れ果ててしまいます。 

そこで、「行動問題を減らそう」と

考えるのではなく、「望ましい行動

を増やそう」と考えてみましょう。

例えば、授業中に教室を飛び出して

しまう子どもであれば、「飛び出し

を減らそう」と考えるのではなく、

「教室で活動する行動を増やそう」

と考えます。当然ですが、１時間の

授業において、教室で活動する時間

が増えれば増えるほど、教室を飛び

出す時間は減っていきます。行動問

題を減らそうと考えなくとも、望ま

しい行動を増やすことで自動的に行

動問題を減らすことができるので

す。こうした「行動問題を減らす」

のではなく「望ましい行動を増やす」

という発想によるアプローチがポジ

ティブ行動支援です。 

教える・促す・価値づける では、「望

ましい行動を増やす」にはどのよう

にすればよいのでしょうか。ポジ

ティブ行動支援では、教育的・肯定

的といったポジティブな方法を大切

にします。すなわち、望ましい行動

を「教える」こと、望ましい行動を「促

す」こと、望ましい行動を「価値づ

ける」ことです。行動問題を示す子

どもの中には、その行動でしか「心

のメッセージ」を伝えられない子が

います。望ましい行動をするための

スキルが身に付いていないのです。

まずは、正しいメッセージの伝え方

などの望ましい行動を丁寧に教えま

しょう。 

次に、望ましい行動を促す環境を設

定しましょう。環境には、教室内の

机の配置や掲示物といった物理的な

環境だけでなく、先生からの声かけ

や支援ツール、ちょっとした教具の

工夫なども含まれます。そして、望

ましい行動ができた際には、目一杯

褒めましょう、認めましょう。望ま

しい行動を増やすために、ネガティ

ブな対応は一切必要ないのです。本

事例集には、山口県内の特別支援学

校、特別支援学級、通級指導教室や

通常の学級において、試行錯誤を繰

り返しながらもＡＳＤのある子ども

達の心に目を向け続け、ポジティブ

に関わり続けた先生方の軌跡が記さ

れています。ポジティブ行動支援の

目的は「子どもの生活の質（Quality 

of Life：QOL）の向上」です。もっ

と簡単に言えば「子どもの幸せ」で

す。本事例集を参考にしていただき

ながら、ぜひ子どもの心のメッセー

ジに目を向けていただき、子どもの

幸せのために取り組んでいただけれ

ばと思います。子どもも、保護者も、

そして先生方自身にとっても、幸せ

な学校が実現されることを願ってや

みません。

 
きずなをご覧の会員のみなさま！ 

お久しぶりの方も はじめましての方も、ご都合があえば是非！ 

会誌「きずな」封入作業をしながらフリートークをしませんか？ 

〇日時：2022 年 7月 22日（金）10 時～13時 の間でご都合の付く時間 

（光野・湯淺・その他役員が、下記の場所にて封入作業しております） 

 

〇場所：大和郡山市社会福祉会館 2階会議室（大和郡山市植槻町 3-8）  

〇申込み不要です。お問合せ先は 09099810209（湯浅携帯） 

ご自身ご家族やお子様の生活のこと、学齢期・成人期を楽しむ工夫、 

いろんな悩みや不安、安心できる場所で、一緒に話してみませんか？ 

作業のお手伝いに来てくださるだけでもとっても嬉しいです！ 

もちろん、メール（E-mail:kawafune@ares.eonet.ne.jp）等でご意見を

お寄せいただくのも大歓迎です！ 

※次回は 8 月第 3金曜の予定です。詳細はまたお知らせします！ 

ほんと毎日イロイロあるよね～ 
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 グループホームの再編に反対する

緊急院内集会に参加された静岡県自

閉症協会の津田さんがまとめられた

集会の内容です。（河村）… グルー

プホームの再編に反対する緊急院内

集会（参加報告）（日時）５月１８

日（水）１２時頃から（場所）衆議

院第２議員会館 第６会議室※ ZOOM 

/ You Tube 配信併用

● 問題となっている中心テーマ

厚労省は社会保障審議会障害部会に

おいて「通過型」という新たなグルー

プホームの類型

を作る方向で検討を進めています。

詳細は明らかではありませんが、お

よそ次のようなことであると考えら

れます。

〇 グループホームを利用している

方の中に、将来は一人暮らしをした

い、あるいはパートナーと生活した

いという方がおられる。このような

方のために、入居期間を決めて（３

年間と思われる）その期間で一人暮

らしができるように訓練し、期間が

経過したら「通過型」のグループホー

ムをでて、アパートなどに移り、一

人暮らしをする。

● 参加された方からの問題意識

〇 グループホームは生活の場であ

る。訓練施設とすべきではない。

〇 新たに「通過型」の類型を作る

ことには反対である。

〇 「日中サービス支援型」を含め、

制度を複雑にすることには反対であ

る。

＜当事者の方から＞

〇 自分のことは自分で決める。私

たち抜きで決めないでほしい。

〇 決められた期間で出なければな

らない制度ができることは反対。

〇 将来一人暮らしをしたいと思う

が、そのために今のグループホーム

は出たくない。

〇 訓練は受けたくない。

〇 施設は自由な生活ができず問題、

大きなグループホームも施設と同じ

で問題。

● 私の発言

〇 親の立場で発言。

重度の知的障害と自閉スペクトラム

症の娘の親。強度行動障害の状態も

ある。

障害のある本人に発言させず、親が

発言することについて問題指摘をさ

れたこともあるが、私の子どもはこ

のような場に参加することが難し

く、自らの思いを伝えることができ

グループホームの再編に反対する緊急院内集会

報　　告

ない。参加させることは、パニック

になる可能性もある。子どもの幸せ

を願い、親が行動し発言している。

〇 特定非営利活動法人クローバー

親が自分の子どもの幸せを思い立ち

上げた。一人ひとりに応じた支援を

している。

〇 静岡県自閉症協会

 知的障害のない人から、重度の知

的障害を併せ持つ人まで幅が広い。

 このような場で上手に発言できな

い人、参加が難しい人もいる。知的

に重度で、強度行動障害の状態の人

もいる。親の行動が必要。

 障害の名前は知られるようになっ

たが、一人ひとり違いがあり、一人

ひとりを理解して適切な支援ができ

る人が少ない。啓発活動に力を入れ

ている。

〇 制度が複雑でわかりにくい

 「日中サービス支援型」で、日中も

支援するというのが基本の型だが、

日中の支援体制は手薄で活動のため

の設備も十分なものがない。知的に

重度で自閉スペクトラム症の我が子

は、これでは問題行動、パニックな

どが増えて悪化すると考える。同じ

ような問題となる人は多い。

 現在は「介護サービス包括型」「外

部サービス利用型」「日中サービス

支援型」の３類型があり、すでに複

雑だが、これに加えて「通過型」を

作るというのは、さらに複雑でわか

りにくいものとなる。

〇 グループホームを類型別に作ら

れても、自分の住む地域に適切な類

型のところがないかもしれない。ま

た、どの類型が合うのかもわかりに

くい。

 一人暮らしをさせたいなら「通過

型」と言われるかもしれないが、「通

過型」で訓練すれば、必ず一人暮ら

しができるということはない。年数

を区切られることも、適切ではない、

それぞれが一人暮らしに移行するに

は、それぞれの状態に応じて考える

ことが大切である。

 合わないところを利用すると、障

害の状態が悪化してしまう可能性も

ある。

〇 グループホームの制度を類型で

分けない方がよい

 類型をわけずに、「介護サービス包

括型」一つとし、入居した方の必要

に応じて柔軟に支援を行う方がよい

と考える。

 日中の支援が必要な方は、日中サー

ビス支援型といってもグループホー

ムでは見守り程度なので、日中は生

活介護や就労継続支援Ｂ型など、そ

の方にあったサービスを利用する。

重度の方には職員を加配する、外出

が必要な方はヘルパーの利用など、



11

11ＫＳＫＲ（きずな）第三種郵便物承認通巻８７２７号  ２０２２年　６月２８日発行　（ 　 )

「介護サービス包括型」を基本に、

一人ひとりに応じたサービスが利用

できるようにすることがよい。類型

を分けてしまうと、利用できるサー

ビスにも制約を受けるが、グループ

ホームが沢山あるわけではないの

で、難しくなる。

事業の運営をしており、制度につい

ても発言をしてきました。

〇 施設は反対、規模の大きいグルー

プホームは反対との声も出された。

その方の気持ちとしてわかることは

あるが、施設だから大規模だからよ

くないと一括りに考えることは適切

ではないように思う。大切なことは、

一人ひとりに応じた支援が行われる

ようにしていくことだと考える。 

以 上  （作成） 津田明雄  特定非営

利活動法人クローバー会長 静岡県

自閉症協会会長

愛知県自閉症協会からの情報です。

（河村）～ 支援の新しい潮流～愛知

県自閉症協会・つぼみの会は今年、

創立 55 周年を迎えます。自閉症親

の会として最も歴史のある組織のひ

とつとして、「自閉症の原因が親の

育て方にある」「自立は難しい」「最

も扱いが難しい障害」などといった

無理解・偏見にさらされる時代も、

わが子の成長を信じ、子育てをして

きました。そして、力を合わせて、

自閉症の啓発に取り組み、適切な支

援があれば、自閉症の人たちは成長

し、充実した人生を送ることができ

ることを社会に広めてきました。

その道のりはたやすいものではあり

ませんでした。行政、医療、福祉、

教育、保育など各分野の多くの心あ

る支援者が伴走してくださり、発達

障害者支援法の制定を始めとして、

自閉症・発達障害のある人たちへの

理解および支援は改善してきていま

す。

55 周年記念講演では、20 数年前か

らつぼみの会の心強い支援者として

支えてきてくださった吉川徹先生を

お迎えして、これまでの自閉症研究

を踏まえた、これからの診断・支援

の新しい潮流について、ご講演をい

ただきます。

講師：吉川徹先生（愛知県医療療育

総合センター中央病院・児童精神科

医）

日時（ライブ配信）：2022 年 7 月 10

日 日曜日　13:00 から 15:00 まで

＊ライブ配信後、1 週間の間、アー

カイブで視聴ができます。

内容：最新の研究を踏まえた自閉ス

ペクトラム症のとらえ方の変化を解

説し、診断と支援のあり方がどのよ

うに変わっていくのかを展望しま

す。これまでは見えていなかった「自

閉スペクトラム症当事者に見えてい

る世界」を一緒に探索する、そんな

時間になれば、と思います。

開催方法：YouTube でのライブ配信

を行います。

＊資料等の閲覧しやすいパソコンで

のご参加を推奨しますが、スマート

フォンやタブレットでもご視聴いた

だけます。

参加費：愛知県自閉症協会・つぼみ

の会会員＝無料、会員外＝ 2,000 円

定員：400 名

締切：6月 30 日

主催：特定非営利活動法人愛知県自

閉症協会・つぼみの会

共催：あいち発達障害者支援セン

ター、名古屋市発達障害者支援セン

ター

愛知からの情報
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NHK 厚生文化事業団による作文と詩の募集

　◎第 57 回「NHK 障害福祉賞」　（作文）

応募締切は、7月 31 日（日）当日消印有効です。

◎第 27 回「NHK ハート展」　（詩）

応募締切は、9月 6日（火）当日消印有効です。

問い合わせ：NHK 厚生文化事業団

電話：03-3476-5955（平日午前 10 時～午後 5時）

https：//www.npwo.orjp　問い合わせ専用メール　e-mail：info ＠ npwo．orjp


